
非核平和都市宣言２０周年記念行事 
忘れない 核兵器の恐ろしさ 被爆者の苦しみを 

 

原原爆爆写写真真パパネネルル展展・・平平和和関関連連ビビデデオオ放放映映  

「「原原爆爆のの画画」」展展示示  感感想想集集  
（平成１６年８月２日（月）～８月１３日（金）開催） 

  

  

  
平和記念像 かたぐるま（設置場所 市庁舎前広場） 

  

  
■ 非核平和都市宣言２０周年記念行事 

今年度は、非核平和都市宣言から２０年を迎えました。 

２０年という節目の年に、市民のみなさまの中に育った平和の芽を大切に育てていくととも

に、新たな平和の種を、次代を担う子どもたちの心に育むために、平和関連行事を下記のと

おり開催しました。 

 

■□ と き 平成１６年７月１日（木）～８月３１日（火） 

■□ ところ 鎌ケ谷市役所 鎌ケ谷市総合福祉保健センター 及び 市内各公共施設 

■□ 内 容 写真・パネルの展示 

平和図書展 

平和関連ビデオの放映 

「原爆の画」の展示 

鎌ケ谷市非核平和都市宣言２０周年記念イベント（主催：鎌ケ谷平和イベント実

行委員会 後援：鎌ケ谷市、鎌ケ谷市教育委員会） など 
 

 

平成１６年８月 

鎌ケ谷市総務課 
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原爆写真パネル展等に対する感想や意見 

８／２（月）～１３（金）鎌ケ谷市役所で原爆写真パネル展・折鶴会の「原爆の

画」展示・原爆関連ビデオの放映を開催した時のアンケート集計結果です。 

 

１．アンケート回答数 ４０名 

  男性 １５名 

女性 ２５名 

  ９歳以下 ４名      ４０代   １名 

  １０代  ８名      ５０代   ３名 

  ２０代  ４名      ６０代  １１名 

３０代  ４名      ７０歳以上 ４名    年代不詳 １名 

来庁者年代別

９歳以下
10%

１０代
19%

５０代
8%

６０代
27%

７０歳以上
10%

年代不詳
3%

２０代
10%

４０代
3%

３０代
10%

９歳以下

１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０歳以上

年代不詳

 
 

２．この原爆写真パネル展・折鶴会の「原爆の画」展示・原爆関連ビデオの放映を

どのように知りましたか。（当てはまるところすべて○印） 

  １ 広報かまがやを見て         8 名 

  ２ 市のホームページを見て       ０名 

  ３ 新聞・地域コミュニティ紙などを見て ３名 

  ４ ポスター・チラシなどを見て     ５名 

  ５ 市役所へ用事で来て        ２３名 

  ６ 親・知人などから          ７名 

  ７ その他  ５名（千葉テレビを見て ３名  自治会回覧を見て １名） 
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３．どの行事に参加、又はご覧になりましたか。（当てはまるところすべて○印） 

  １ 鎌ケ谷市非核平和都市宣言２０周年記念イベント （7/19（祝）） １名 

  ２ 写真・パネル展示（東部学習センター 7/1（木）～15（木））    ３名 

  ３ 写真・パネル展示（鎌ケ谷市役所   7/16（金）～30（金））  ９名 

  ４ 平和図書展   （図書館本館    8/1（日）～22（日））    ２名 

  ５ 原爆写真パネル展（鎌ケ谷市役所   8/2（月）～13（金））   ２５名 

  ６ 「原爆の画」展示（鎌ケ谷市役所   8/2（月）～13（金））   ２０名 

  ７ 平和ビデオの観賞（鎌ケ谷市役所   8/2（月）～13（金））   １４名 

 

４．鎌ケ谷市の平和関連事業について、当てはまるものすべて○印をつけてください。 

  １ 昭和５９年７月に非核平和都市宣言を行ったこと 

知っている   １４名  知らない    ２２名 

  ２ 平和記念像かたぐるま 

見たことがある １５名  見たことがない ２１名 

 

  ３ 被爆石２片をはめ込んだ平和祈念碑 

見たことがある  ３名  見たことがない ３２名 

 

５．原爆写真パネル展・折鶴会の「原爆の画」・平和関連ビデオをご覧になった感想 

〇 写真パネル展をみていて、戦争は本当に悲しいことなんだと感じ、二度とおき

てはいけないことだと思いました。 

鎌ケ谷市の職員が「気持ち悪くなるから見るな」と話しているのを聞いて、憤

りを感じ、ひどい職員だと思った。あんな公務員いらない。（２０代 男性） 

〇 毎年、展示してください。（６０代 男性） 

○ 現在、核ミサイルは北朝鮮、中国、ロシア等共産国が多く所有しており、しか

も民主主義国家でないため、管理が不十分である。 

  なんとか、これらの諸国を民主主義国家にするよう、皆で努力しましょう。 

  なんと、共産主義というものは人類を不幸にしたものでしょう。（６０代 男

性） 

○ 日本で核兵器を持たないと宣言しても、ただ持たないというだけで、アメリカ 

のいうなりにならなくてはいけないし、やれと言われれば参戦しなければいけない。 
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  世界中すべての国が、核と戦争を放棄してほしい。（年代不詳 女性） 

○ 恐い。戦争から利益を得ようとして忘れさせまいとしているが、日本だけ一度

にお金をもらうと幾らになるか話し合うと、負けてももらえるのは損保ジャパン

とかがあると新聞に載っている。今、自衛隊がイラクから帰ってきている隊員の 

荷物を日通ペリカン担当者の時からさかのぼって言えることは、戦勝国というよ 

うに頭にあらわれたりもしていた。（２０代 男性） 

○ 現状は、平和から遠ざかっている感じがあり、一番むずかしい時期に毎年８月

１５日だけが終戦記念日として戦争・平和をとなえるのみとなっており、危ない

ことだと思います。 

何にも出来ない私ですが、市役所の正面玄関横で松戸からバザーを一日やりに

参りましたので、折り紙で折り鶴を出来るだけつくりました。ほんの少し平和に

対して参加できた気がしました。（６０代 女性） 

○ 原爆後の何もない写真は見たことがあったけど、原爆前の写真を初めて見て、

「こんなにたくさん家が建っていた場所だったのか」とびっくりしました。 

人の死体の写真は、土みたいで触ったら壊れそうに見えました。そんな死体が

あちこちにあって、大けがをして苦しんでいる人がたくさんいて・・・そんな光

景は考えただけでとても怖くなります。 

でも、数年後には、家が建っていたり、仮聖堂を作ったりしている写真を見て、

みんなが協力して頑張って、一から町を作っていたんだなぁと思いました。 

今回、写真や絵を見て、戦争や原爆の怖さが、今まで以上にわかった気がしま

す。 

戦争をなくすために、私も出来ることがあればやっていきたいと思うし、”平

和な世界になってほしい”という思いをずっと持っていようと思います。（１０

代 女性） 

○ 原爆のことについて、あまり考えてなかったけど、写真を見て、原爆の怖さを

感じた。建物も壊れ、人も苦しみ、なんのためなのか分かりません。もし、原爆

がおとされた時に、その場所にいたら、と考えると、怖くて、怖くて・・・。 

今後、平和な世界になりますように。（１０代 女性） 

○ 昨年、今年と見させていただきました。 

戦争、被爆体験を風化させないためにも、今後も続けていってください。 

市役所だけでなく、公民館にも一部のパネルでいいから展示して下さったら良 
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いと思います。（６０代 女性） 

○ 長崎出身の者で、原爆手帳も２、３年前にいただきました。丁度、長崎投下の

その日に役所内で黙とうに参加させていただきました。 

亡くなられた方の分も加えて、精一杯元気に生きていくことが、亡くなられた

方への私の気持ちです。（６０代 女性） 

○ ７才の時、広島へ行き、原爆ドームなどを実際に見ました。子供ながらにもの

すごいショックを受けました。資料館へ行き、皮膚がただれた人形を見て、びっ

くりしました。今でも忘れられません。以来、８月６日と８月９日は手を合わせ

るようにしています。 

去年も子供たちを連れて見せました。子供も、こんなことがあったんだなとび

っくりしています。 

毎年見に来て、忘れてはいけない出来事だと伝えていきたいです。（３０代  

女性） 

○ 我々の世代では、既に何回か眼にした写真もあります。 

しかし、いつ見ても、想いを新たにさせられます。二度と、この様なことの無

いよう、ぜひこれからの少年少女に見てもらい、その状況に想いをはせてもらい

たい。 

そのことが、再発防止だけでなく、教育につながる大事なことだと思います。 

今後も、ぜひこの活動を続けてください。（５０代 男性） 

○ どうして、戦争が無くならないのだろうか？私のような年寄りの責任でもある

ことに深く感じて居ります。でも現在の教育にも問題があるのではなかろうか？ 

余りにも世界の先進国が武器を作るからではないだろうか。武器を作ることを

禁止してほしい。（７０歳以上 男性） 

○ 息子２人を連れてきました。 

原爆の画を食い入るように見ていました。この後、感想を聞き、私の知ってい

ることを伝えたいと思います。 

知人にも紹介したいと思いますが、もう少し長い期間、展示していただきたい

です。来年も是非お願いします。（４０代 女性） 

○ 原爆がおそろしいものなのか、改めてわかった。 

もう二度とこのようなことがあってはならないと思った。（１０代 男性） 

○ 子供に平和や命の大切さを知らせたくて、我孫子から来ました。 
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校長会の会長 中島校長先生より折り鶴を

贈呈（８月２日原爆写真パネル展セレモニーにて）

左 端：鎌ケ谷市議会議長 平原俊雄議長

真ん中：鎌ケ谷市助役   杉山 嚴助役

子供より親の方が真剣に見ていたようですが、平和や命について何かを感じて

くれたのでは。と思います。（３０代 女性） 

○ 戦争は嫌です。戦争のない平和よ、いつまでもと心から毎日お祈りいたしてお

ります。（７０歳以上 女性） 

○ 私は１７才の時ちょうど呉海軍工場に勤務しておりました。防空壕の中で８時

１０分過ぎ、大きな音をきき、外にでましたら、空はモクモクと白い大きな雲の

ようでした。それが、後で原爆と知りました。 

 今日パネルを見て、あの時のことを思い出して涙が止まりません。何も出来な

い私ですが、何か役立つことをお手伝いいたしたいといつも思っています。 

 

５．非核平和都市宣言２０周年記念メッセージ 

  寄せられたメッセージ １７名 

  詳細は別紙のとおりです。 

 

６．各小中学校及び市民のみなさんから寄せられた折り鶴 

 本年度は、２０周年記念行事の一環として、市

内の各小中学校の児童生徒の皆さんから、平和へ

の願いが込められた、たくさんの折り鶴が寄せら

れました。 

 寄せられた折り鶴の一部をパネル展会場に展示

し、記念行事期間終了後、「鎌ケ谷の子どもた

ちから平和への願いを込めて」というメッセー

ジを付し、広島市へ送付します。 

 また、市民の皆様から寄せられた折り鶴につき

ましても、昨年度同様、広島市へ送付します。 

折り鶴をつくっていただいた児童生徒、各小中

学校の先生方、そして市民のみなさまに対しまし

て、厚くお礼を申し上げます 

 各小中学校から   １２，９２８羽  

 市民のみなさんから  １，０００羽 

       合 計 １３，９２８羽  

児童生徒が平和への願いを込めて 
折った折り鶴 
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非核平和都市宣言 
 

世界の 恒 久
こうきゅう

平和
へいわ

と安全は、人類共通の念願
ねんがん

であり、人類が 尊 重
そんちょう

し

なければならない普遍的
ふへんてき

な理念
りねん

である。 

 この崇高
すうこう

な目的の達成なくして、鎌ケ谷市のめざしている「自然と

調和
ちょうわ

した住みよい街づくり」の実現もあり得ない。 

 わが国は世界唯一の核被爆国として被爆の恐ろしさ、被爆者の苦しみ

を全世界の人々に訴え
うったえ

、再びこの地球上に核兵器による惨禍
さんか

を繰り返さ

せてはならない。 

 私たち鎌ケ谷市民は、生命
いのち

の尊厳
そんげん

を深く認識
にんしき

し非核三原則が完全実

施されることを願い、平和を愛する世界の人々とともに核兵器の廃絶
はいぜつ

と

軍 縮
ぐんしゅく

を訴え
うったえ

、世界の 恒 久
こうきゅう

平和
へいわ

を実現することを決意する。 

 ここに鎌ケ谷市を非核平和都市とすることを宣言する。 

 

1984 年７月２日  鎌ケ谷市 

 

広島市からゆずり受けた被爆石２片をはめ込んだ平和

祈念碑 
（設置場所 総合福祉保健センター正面入口） 

 

上段：広島市旧庁舎 

（爆心地から約 1km）の前庭敷石 

 

下段：広島信用金庫横川支店 

（爆心地から約 2.5km）の敷石 

 


